
約幅460mm×奥行270mm 
使用時：高さ1700mm／（最大）収納時：高さ670mm
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延長コードのご使用や、たこ足配線はお控え
ください。異常発熱・発火の原因となります。

使用中や使用後しばらくは、高温部（スチーム
ヘッド・スチームホース）とスチームには触
れないでください。

布などでスチームヘッドをくるまないでくだ
さい。
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使用中スチームヘッドを人に向けないでくだ
さい。

衣類の取扱絵表示で、 　の表示があるものに
は使用しないでください。

毛足の長い衣類は、かけ面を離して使用して
ください。

※ロックOFF に設定した直後、
一定時間はスチームが出ま
す。やけどにご注意ください。

※スチームロックボタン OFF
（    ）の状態でも、ボタンを
押したり離したりすること
で、手動でスチームを噴射さ
せたり、止めたりすることが
できます。

スチームロックボタン

スチーム設定ダイヤル

ロックOFF

ロックON

上にスライド。
スチームを止めます。

下にスライド。
スチームを連続で
噴射させます。

通常モード

スチームヘッド側面

スチーム
ヘッド

回転ハンガー

伸縮ポール

部分仕上げ
モード

ジャケット・シャツなど
のシワを伸ばす場合

ハンガーを本体正面に
向けた状態でご使用く
ださい。

ズボンプレス等

準備完了ランプつきの
足元電源スイッチ
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伸縮ポールの底についているネジをはずします。
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●衣類にスチームをあてる際は目立たない部分でためしてから行ってください。

●スチームヘッドは水タンクよりも低い
　位置で使用しないでください。 スチームヘッド

●スチームヘッドを水タンクより高い位置に保ち、スチームホースをスチー
　ムホースと本体との接続箇所より下にたるませないでください。

●本体を移動させる場合は、電源プラグをコンセントから抜き、スチームヘッド
　が完全に冷めてから、本体と水タンクを別々に運んでください。
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電源スイッチが「OFF」になっていることを必ず確認し、スチームヘッドが完全に冷めているときに、行ってく
ださい。

イラストのようにスチームヘッドの下部とア
タッチメントをはめ込んで取り付け、次に上部
を押すようにはめてください。

イラストのようにスチームヘッドの先端から
取り外します。

スチームヘッドの先端スチーム
ヘッド
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電源が「OFF」になっていることを必ず確認し、スチームヘッドが
完全に冷めているときに行ってください。

回転ハンガーは正面に向
け、ズボンクリップに、プ
レスしたいズボンのウエ
スト部分をとめる。次に
ズボンの裾を下部のズボ
ンクリップでとめ、ピンと
張った状態にする。

目的に応じてアタッチメントを
スチームヘッドに取り付けます。



等

衣類のシワ伸ばし等

ズボンプレス等

かけ面を衣類にゆっくりあて、スチームの力でシワを伸ばします。

スチーム設定ダイヤルでスチームモードを選択し、衣類にスチームをあてます。
スチームロックボタンをON（ 　）にすると、連続でスチームが出ます。
スチームロックボタンをOFF（ 　）にすると、スチームの噴射を止めることができます。
また、スチームロックボタンOFF（ 　）の状態でボタンを押すと手動でスチームを噴射させたり止
めたりすることができます。

スチームロックボタンがOFF（ 　）になっていることを確認し、
電源プラグをコンセントに差し込み、足元電源スイッチを「ON」にします。
（準備中は、緑のランプが点滅）
足元電源スイッチ上部のランプが点滅から点灯に変わると、準備完了です。
約90秒ほどで使用可能になります。

〈スチームのモードについて〉

スチームヘッドのかけ面を
衣類にあてる

スチームヘッドの
プレス板に挟んであてる

● 足元電源スイッチを「ON」にしたら、絶対にその場から離れないでください。
● 高温部（スチームヘッド・スチームホース）、スチームに触れないでください。
● スチームロックボタンがON（ 　）の状態で電源スイッチを「ON」にすると、
 スチームが急に噴出する場合がありますので、ご注意ください。

● 使用中、スチームヘッドのかけ面やスチームホースは高温になりますので、触れないでください。

をタンク接続部

頑固なシワを取りたいときや、折り目をはっきり付けたいとき
等、アイロン台でご使用いただくことも可能です。スチームを
出しながら使用する場合は、スチーム設定ダイヤルを通常
モード(　 )に設定し、スチームロックボタンをON( 　)にして
ご使用ください。布の湿り気が気になる場合は、スチームを止
めてもご使用いただけます。熱に弱い生地や、色の濃い布地
には、必要に応じて「あて布」をご使用ください。

スチームロックボタンをOFF(　 )にします。
足元電源スイッチを「OFF」にし、
電源プラグをコンセントから抜きます。

電源「OFF」後約30分は、スチームヘッドのかけ面とスチームホースは高温ですので、触れないでください。

● アイロン台を使用してアイロンがけする際はスチーム設定ダイヤルを必ず通常モード( 　)に
設定してください。

● アイロン台にて本製品をご使用いただく際は、かけ面の表面温度が約85度～95度前後と高
温になります。十分にご注意の上使用してください。

● 衣類の絵表示を必ず確認し、アイロンの表示が　　または　　のものには、アイロン台を使用
せず、かけ面を衣類から離して使用してください。

アイロン台を使用する
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〇…使用可、×…使用不可

上記の素材・適性表は目安です。ご使用の前には衣類の絵表示・素材を必ずご確認ください。
素材が不明の場合は、衣類メーカーにお問い合わせください。

※1 かけ面を3～5cm程度離して使用してください。
※2 クッションブラシまたは当て布を使用してください。
※3 素材によってはシワが伸びにくい場合がございます。

除菌・ニオイの軽減の効果

素材 適性 素材 適性 素材 適性
皮革製品 × アクリル 〇 ポリエステル 〇
ウール 〇 シルク 〇 麻 〇
カシミヤ 〇 レーヨン 〇 綿 〇

● 衣類の絵表示でアイロンのかけかたの表示が　　または　　のものは、かけ面を衣類から離して使用
してください。

● 混紡素材の衣類は、含まれるすべての素材をご確認の上、使用してください。
● 高級品や特殊加工品などには、目立たない所にためしがけをしてください。（ベルベット、アクリル、
ナイロン、カシミヤなど）

● 毛足の長い衣類やデリケートな素材は、かけ面を離して使用してください。
● 皮革製品類には使用できません。
● 飾り付衣類の装飾部分にスチームをあてる場合、素材（プラスチック等）によっては変色・変形・変
質の恐れがあります。そのような素材の場合には、ご使用をお控えください。装飾部分の素材に関し
ては、衣類メーカーにお問い合わせください。

除菌性能試験内容
●試験依頼先：株式会社消費経済研究所（現：株式会社生活品質科学研究所）
●試験成績書発行番号：第15AN02000275-001
●試験成績書発行日：2015年 11月 19日
●試験結果：99.9％の除菌効果 試験は3種類の菌で実施
●試験方法：高温スチーム噴射での菌付着布の除菌効果確認
●除菌方法：近距離(1cm)から3秒間スチームをあてる

消臭性能(ニオイの軽減)試験内容
●試験依頼先：株式会社消費経済研究所（現：株式会社生活品質科学研究所）
●試験成績書発行番号：第15AN02000275-001
●試験成績書発行日：2015年 11月 19日
●試験方法：高温スチーム噴射での臭気液付着布の臭気成分濃度の減少率の確認
●試験結果：2秒間の処理でアンモニアに対して98.6％の臭気減少、6秒間の処理で酢酸に対して92.9％の臭気
   減少

除菌：スチームを近距離から3秒以上あてた場合に効果が得られます。
ニオイの軽減：スチームを近距離から数秒間あてた場合に効果が得られます。

使用できる布の種類と適性

※2

※1

※3

本体・スチームヘッドを

下記の手順をお試しください。

水タンク内に残っている水を捨てます。

タンクに精製水1Lを入れます。

スチームのモードを通常モード（ 　）に設定します。

タンク内の水がなくなるまで（警告音が鳴るまで）
スチームを連続噴射させます。

スチームヘッドの

●上記を試しても症状が改善されない場合は、再度上記の手順をお試しください。
●再度お試しいただいても改善されない場合、故障の可能性がありますので、修理センター（P14）
へお問い合わせください。

4

通常のかけ面のお手入れ

スチームの出が悪くなったときのお手入れ

上記を試しても症状が改善されない場合



本体・スチームヘッドを

下記の手順をお試しください。

水タンク内に残っている水を捨てます。

タンクに精製水1Lを入れます。

スチームのモードを通常モード（ 　）に設定します。

タンク内の水がなくなるまで（警告音が鳴るまで）
スチームを連続噴射させます。

スチームヘッドの

●上記を試しても症状が改善されない場合は、再度上記の手順をお試しください。
●再度お試しいただいても改善されない場合、故障の可能性がありますので、修理センター（P14）
へお問い合わせください。

4

通常のかけ面のお手入れ

スチームの出が悪くなったときのお手入れ

上記を試しても症状が改善されない場合



スチームホースを収納部にしまいこみ、
収納部上部にスチームヘッドをひっかけて
収納します。

本体に電源コードを巻きつけ、収納しないでください。
使用後は水タンクに残った水は必ず捨ててください。
残った水をそのままにしておくと、故障の原因となります。

電源が入らない
電源プラグがコンセントに差し込まれているか確認してください。

上記を確認しても、症状が改善されない場合、故障の可能性がありますので修理センター
（P14）へお問い合わせください。

電源が入っているか確認してください。
水タンクに水が入っているか確認してください。
スチームロックボタンがON（    ）になっているか確認してください。

スチーム設定ダイヤルが適切な位置に設定されているか確認してください。（P4参照）
スチーム噴射口が詰まっている可能性がありますので、P12のお手入れ方法を確認し
てください。

長期間使用していない場合など、ホース内にたまった水分が水や湯玉となって出る場
合がありますが、通常数十秒程度で止まります。
スチーム噴射口が詰まっている可能性がありますので、P12のお手入れ方法を確認し
てください。

水タンクに十分水が入っているか確認してください。
水タンクが本体にセットされているか確認してください。

足元電源スイッチがONになっているか確認してください。

スチームが出ない

スチームの量が少ない

スチームヘッドから
水・湯玉が出る

警告音が止まらない

伸縮ポールをいちばん低い高さに
調節します。

補修用性能部品の保有期間
当社では、本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持
するために必要な部品）を製造打ち切り後、最低5年保
有しています。

コンエアー  ガーメントスチーマー  デュアルテック スチーム

有償
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